
「新しい環境に適応 して生活する姿」 
・マナーを って、楽し く食べる。 　
・自分の食べられる量を 知り、時間内に食べることを目指す。
・食に関心をもち苦手な ものも食べるよう努力する。

・手洗いやうがいの効果 を知り、進んでしようとする。

・休み時間にトイレに行 く。 
・和式トイレに慣れる。 

・小学校の生活リズムに 慣れる。 　 
・チャイムの意味を知 り、チャイムを意識して行動する。
・自分の持ち物やみんな で使う物を、整理整頓する習慣を

付ける。

「教科学習等の基礎 となる 味・関心や意
欲・能力」

・学習に取り組む姿勢を 身に付ける。

⇒姿勢・発表の仕方・ 話の聞き方・４５分の学習時間

行動の仕方・学 習のめあてをもつ

・友達と一緒に活動した り協力したりすることの楽しさを知

る。

・自分の名前が読める・ 書ける。

・ひらがなを読もうとす る、書けるようになる。

・自分の出席番号や並ぶ 順番が分かる。

・数に 味をもち、数える ことができる。

・自然に れて遊んだり、 動植物に親しみをもって関わる。

・歌ったり、踊ったりする ことを楽しむ。

・自分の思いをのびのび と表現する。（絵や工作）

・遊具の安全な使い方を 知り、積 的に体を動かして楽

しく遊ぶ。

「友達や教師など身 近な人と関わりながら、思い

を伝え合い、人間関 をつくっていく姿」 

・自分から進んであいさ つができるようになる。

・自分の名前を呼ばれた ら、返事をする。

・順番やルールを るこ とができるようになる。

・友達と一緒に遊んだ り、活動したりする。

・自分の思いを伝える。 （知ってもらいたいこと・困ったこと

など）

・話の聞き方を知る。（授 業中・話を 後まで聞くなど）

吉野町園小接続期カリキュラム(概要)

アプロ－チカリキュラム ５歳児 ９月 ３月 スタートカリキュラム １年生 ４月 ６月

園小連携
・交流

家庭との連携

教職員

子ども

『 て よう』 『 て い』

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２ 月 ３月 ４月 ５月 ６月 7・8月

○交流会の打ち合

わ 反省を随

う

動会

幼児種 参加
５年 と

小交流会

年 児と１年

小交流会

年 児と５年

距離走 会

児参加

１ 体 学

学 児童

小交流会

年 児と１年

町 小交流会

町 の年 児 １年

教職員研修

連絡会議
次年度 学児童について

訪問観察 連絡会議
次年度に けて

訪問 業

年 児対象

学習参観 連絡会議

学児童について

学説 会

の 教職員 参加

家庭訪問 ※ 学 学級 信
に様 を える

※小学校との交流の様 を
に える 信 の掲

連絡会議
交流会 程調整

連絡会議
交流会の反省な

学校生活の
見通しをもてる子

時間を意識して
行動できる子

自分のことを
自分でする子

友達や自分の
良さに気付く子

自分の思いを
言える子

相手の思いを
け止められる子

やりたいことを
見付けられる子

進んで
学ぼうとする子

話をじっくり
聞ける子

失敗を恐れず
精一杯 後まで

がんばる子

す 像
『 きるよ』 『 き よ』

人
と
関
わ
る
力

学
ぶ
力

生
活
す
る
力

「園生活の中で自分たちで生活を進めていこうとする力」

健康な と体

・和やかな雰囲気の中で、友達と一緒に食事をする楽しさを味わう。

・手洗いうがいの大切さが分かり、進んでしようとする。

・規則 しい生活を送ろうとする。

・トイレには和式・洋式があることを知り、一人でトイレを済ますこと

ができる。

・時間の 切りを意識して生活できるようにする。

・自分の持ち物の整理整頓をしようとする。

「友達や保育者と関わりが深まり、よりよく遊んだり生活し

たりしようとする力」

・自分から進んであいさつしようとする。
社会 活との関わ

・地域の人や自然との れあいの機会をもつ。
道徳性 規範 の芽 え

・友達と心地よく過ごしたり、楽しくしたりするためのきまりがある
ことがわかる。
性

・友達と協力して活動に取り組もうとする。
言葉による え合い

・自分の気持ちを言葉で伝えようとする。

「身近な環境に主体的・意欲的に関わり、自ら考え行動し、

伝え合って遊ぼうとする力」

思考の芽 え

・工夫したり試したりしながら友達と一緒に遊ぶ。

然とのかかわ 命尊厳

・身近な自然に関わり、 味をもって遊ぶ。

量 図形 への関 覚

・数や図形に関心をもつ。

・自分の名前を読んだり、ものの名前に 味をもったりする。

言葉による え合い

・自分たちで共通の目的に向かって考えや意見を出し合う。

豊かな 性と

・物語などからイ ージを げ自分なりに表現することを楽しむ。

健康な と体

・いろいろな運動に 味をもち、戸外で十分に体を動かして遊ぶ。

・
関

や

・
能

○ の５領域 養 の教育 育 容と、 小学校の教科 その他の教育活動を整

理し、 小接続期に育て い３ つの を設 して、 体的な教育 容を編成し

【 のポ 】

【 小学校
の 】

【 に

けるポ 】

【 との連携】

【教職員 士の連携】

〇参観 いの教育
育を る
〇 の 育ちに
応 をする

○交流活動の打合 な 、

軽に連絡を 合う

◎ 小学 に優し して とか 、 年 の に優し 接する 学 に、施設 小学 校の 活
ル 着替え の い を 、体 し と につな 、 学を し にするようにな

◎小学校 学 、施設 先 に し を て関わる児童 増え、活動を すな の環境を る と 、
に学校 活を する と き 交流のつな か 、縦割 活動に 不 な 参加 き
交流会 児童の学習 の にな て 、 し を て主体的に ようにな

【 小接続を して、 変わる】 【 小接続を して、教職員 変わる】
◎   小学校教員と 軽に連絡を 合い、 個 の に応 対応 教育  育 容について

理解を深 る と き 、 を作成し と 、 就学 に育て
い 体化し、 の教員 てを て きるようにな

◎小学校 交流を ねる と 、 小連携の 性を するようにな 、 の教育 容を
る と 、 の を かし 教育活動を進 るようにな

【 の との違い】

○ の に
学校公開 動会 夏休

の作品展 の案 を
する

〇小学校に来て える
会を増 す

○学級便 を連携の
てとする

○ 頃か 連絡帳 電
家庭訪問 、 と

関わる 会をつ る

○ 小接続期に育て
い３つの のね いに
迫る 、 の
に合わ 教育 容を
設 し

○ ３つの について、
と

を作
成する と 、誰

きるようにし

○ に交流
紙 を掲 する

○交流会 とに、ね い
に け い

を教員 把握して

〇交流会を該当学年以
の教員 参観し、

を広げる

吉野町
　 吉野町立吉野小学校　　　吉野町立吉野北小学校
　 吉野町立よしのこども園　吉野町立わかばこども園
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友達や小学生、地域の人々等と関わりが深まる場の設定

＊異年齢児との関わり ＊地域の人々との関わり

＊小学生との関わり →交流会

＊ルールのある遊び

→自分たちで考える時間の確保

活動内容 実施時期

こ
の
頃
の

子
ど
も
の
実
態

ね
ら
い

生活する力

時計ってすごく 利やな １０月

　運動会の練習を通して、友達同士競い合ったり認め合ったりして、意欲的に活動に取り
組んでいる。又、どんな事をして遊ぶのかを相談したり必要な用具を協力して したり
して友達と一緒に遊びを進めていこうとする姿が見られる。

・生活に見通しをもち、自分たちで遊びや活動に取り組む楽しさや充実感を味わう。

◎小学校へ運動会の練習に訪れた時、チャイムの音を聞いてⒶ「この音は ?」と尋
ねると、Ⓑ 「チャイムやで」と答える。Ⓣ「そうやね。小学校はチャイムがなっ
て、次はどんな事をする　のかを知らせてくれるんやよ」Ⓑ「勉強の時間と休み
時間が、わかるようになるね。お姉ちゃんが言ってた」Ⓐ「こども園は、次は
をするのか先生が教えてくれるな」Ⓑ「でも、僕は時計も見てるで。先生が、長
い針は２になったら片 けましょうって言うやろ。２はまだかなって時計を見る
で」Ⓐ「僕は、２とかの字はまだわかりにくわ」

○翌日、保育 の時計の下に、画用紙で作った時計をはっておく。

◎Ⓣ「この新しい時計は、チャイムです」Ⓑ「チャイム?小学校みたいや」
Ⓣ「これからは、この時計を使って、片付けの時間を知らせるね。今日の片付け

時 時 分 す と なが 時計 をま す Ⓑ「本物 時

〇
環
境
構
成

活動内容 実施時期

こ
の
頃
の

子
ど
も
の
実
態

ね
ら
い

学ぶ力

○子どもたちのイ ージに合わせ、素 や用具を しておく。

◎どん り転がしゲームでゴールしたら、アクセサリー屋さんでプレゼントをすることになる。
しかし、す にゴールする友達が多く、プレゼント用のアクセサリー作りが追いつかなく
困っている。

▲子どもたちが相談している姿を見 ると共に、どうすればアクセサリーがす になくならな
いかを子どもたちと一緒に考える。

◎「一回のゴールだけでプレゼントするから、す になくなるね」「５回 らいゴールしない
とあげないって事にしよう」「それはいいね」と子どもたちが意見を出し合う。

・友達と一緒に協力したり工夫したりして、遊ぶ楽しさを味わう。

・数量や図形、文字などに関心をもち、遊びの中に取り入れようとする。

　 めた自然物や木片を使って、どん り転がしゲームとアクセサリー くりが始まる。自分たち
だけでなく、年下の友達にも遊んで欲しいと思い、文字を使っての看板や招待状を作ったりどん
りが転がりやすいようにゲームの板の角度を変えたりして、年下の友達が楽しく遊べるように、友
達と相談して工夫しながら遊ぶ姿が見られる。

スタンプが５つたまったら、プレゼントがもらえますよ 10月

〇
環
境
構
成

☆アプローチカリキュラム 教育・保育事例 ☆スタートカリキュラム ウイークリーモデルプラン

【今週のねらい】

小学校生活で必要なことを しずつ覚えながら、不安がなくなり楽しく過ごすことができる。

※ 声かけ・質問・留意点 等 ※

生活する力 人と関わる力 学ぶ力

１日目（入学式）

入学式に参加

○あいさつや返事

学級指導

○担任の名前

○教室の場所

○入学式の練習

○自分の席

○靴箱・ロッカー・机など

に、名前を貼っておく。

○教室やトイレの場所な

どを知らせる。

→トイレに行くときは、教

員や６年生が付き添う。

○担任の名前を知らせる。

→児童が安心できるよう

声をかける。

○困ったことがあれば、教

員や６年生に話すことを

伝える。

○あいさつや返事

について

２日目（ 時間）

学級活動（２時間）

○朝・帰りの

用意の仕方

○トイレの使い方

○あいさつ

○話の聞き方

○靴箱・ロッカーの

使い方

○ び方（出席番号）

分団会（１時間）

○登下校の仕方

○和式トイレに慣れてい

ない児童が多いので、使い

方を確認する。

○学校生活について

→＊チャイム

＊休み時間

＊持ち物の整理整頓

○保育所・幼稚園などから

入学してきた児童を把握

しておく。

○配布物を受け しの仕

方

○話の聞き方

○学習上の基本的な習慣

→＊話の聞き方

＊発表の仕方

＊挙手の仕方

＊鉛筆の持ち方

＊書くときの姿勢　など

○授業の始まりと わり

の号令の合図

→「起立」「気を付け」

「礼」「お願いします」

「ありがとうございまし

た」「着席」

日目（ 時間）

学級活動（２時間）

○よろしくね

○チャイムの合図

○楽しい給食

国語・算数（１時間）

○はじめての名前

○簡単なゲーム

図工（１時間）

○好きなものなあに

休み時間

○トイレ

○遊び（教室内）

○給食について

→準備の仕方

給食時間の過ごし方

→栄養教諭・担任

○ 分おきにトイレに

行くよう声をかけ、はじめ

に失敗がないよう十分注

意する。

○よろしくね（自己紹介）

では、誕生日や好きなもの

など話しやすい内容を指

示する。一つの円になるな

ど、話しやすい雰囲気をつ

くる。（図工で好きなものを描

いて、それを活用する。）

○休み時間には、お絵か

き・算数セット・読書・工

作など好きなことをして

良いと伝える。

→友達に声をかけにくい児童

を把握をしておく。

○１日の流れを掲示し、安

心して学習に取り組める

ようにする。

○教科書の確認をする。

→教科書・筆箱・下敷きの

置き場所を一つずつ確

認する。

○ゲームのルールなどが

分かりやすいように、黒板

にイラストを交えて示し

ておく。

＊連絡帳・学級便り（日々の子ども

たちの様子・毎日の予定・持ち物等

の連絡）などで家庭との連携を図る。

＊低学年下校の確認をしておく。

入学式の練習

＊返事

＊お礼

＊起立・礼・着席

＊ び方

＊いすの場所

式の流れが分かるように！

安心できる環境づくり

＊持ち物の収納場所

→イラストで知らせる。

＊明るい環境（こども園を参考）

４月第１週目

絵や図を用意！！

＊用意の仕方 ＊話の聞き方

＊１日の流れ など

児童が１日の見通しをもてるように

今まで経験してきたことや身に

付けてきたことを生かすように

意識する。

「こうしましょう。」

↓

○「こ
どうしたらいいかな？」
ういうときは

モジ ール学習を取り入

れ、子どもの実態に合わ

せて徐々に ５分の授業

に慣れさせる。

（最初は１５分～２ 分）

☆主な行事…入学式・分団会

家庭との連携→保護者に協力をお願いする。

朝の用意・給食の準備など、

慣れるまで上級生にサポート

してもらう！！

→「手伝ってくれてありがと

う。」と伝えている児童がい

たら褒め、学級の児童にも

紹介する。

「名前を呼ばれたら？」

「おめでとうと、言われた

ら？」

「トイレの後は、何をする

かな。」

→手洗い・ハンカチの使い

方を一緒に確認する。

「どのように し

たら、受け取りや

すいかな。」

「先生や友達の話を聞

くときは、どんなこ

とに気を付けたらい

いかな。」

「苦手なものは最初に減

らしましょう。 しずつ

食 られるようになろ

うね。」

「分からないことや、

困ったことがあれ

ば、近くの先生や６

年生に言いましょ

うね。」

☆手遊び・読み聞か

せ・簡単なゲーム等

をする時間を設ける。

ほっとできる場所・時間

自分たちで生活を進めていける

環境づくり

＊基本的生活習慣の確立

＊時間を意識できる環境

＊小学校の活動方法に慣れる。

→立ったまま着替える。

→体操服のポケットに、ハンカ

チを入れる。

＊小学校生活への期待

→体験入学

自ら考え行動し、伝え合おう

とする環境づくり

＊自然体験 ＊表現活動

＊文字や数への興味

＊小学校生活への期待

→小学校教員による訪問授業

吉
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　幼児・児童の実態から年間計 画のどこに焦 を当てるのか
を大切にする。実際の交流の場 では、ねらいに沿った環境の
構成及び、援 にあたる。交流 後の話し合いでは、互いの教
育的観 から迫り、反省をもと に次回へつな ようにする。

☆関わりに　　おいての重点

※成果（課　　題が達成された点）

★課題
〇改善する　　ために行ったこと

・校長先生による『子育て講演会』

保護者の声

・学級通 で知らせる

共通理解を深める

園内研究会に校長、小学校教員が参加

校内研究会に園長、幼稚園教員が参加

子どもの実態、交流前後の話合いに参加

・

・

・

・接続期カリキュラムについての研修に参加

地域へ発

１学期 ２学期 ３学期

保

育

所

と

５月 保育所の友達と園庭で遊ぶ

☆ペアで遊び、名前を覚える。

※名前を呼び合う姿があった。

★顔と名前が一致しない。

〇幼児の名前と顔写真を交換した。

７月

同じ

バスに

乗って

人形

を見に

行く。

１０月 保育所にて運動遊び・遊具で遊ぶ

☆チームで力を合わせ、心を通わす。

※勝った時、負けた時の気持ちを共有できた。

★小学校生活につながる体験をしていない。

〇小学校で一緒に活動をする計画を立てる。

９ 月 １月 小学校にて陵西体 を
する

☆体育館にて保育所、５年生、幼稚

園の子どもたちが小学校で行っ

ている体 を体験する。人数の多

さに圧倒されることが予想され

るため、安心できる環境 くりに

努める。

２月『もうす 一緒に１年生』
をする

１

年

生

と

６月 １年生と泥遊び・遊具で遊ぶ

☆遊びを通して自然に関わりをもつ。

※ダイナミックに遊ぶ姿から刺激を けた。

★夢中になって楽しんでいたが、 々からの

がりには欠けていた。

〇次回は共に活動をする内容で関わりたい。

５月

イチゴ

摘み・

れ合

い遊び

７月

シャボ

ン玉

１１月 １年生とリース くり

☆互いが持っている木の実を交換することで、

声を掛け合いながら作る楽しさを感じる。

※持っている物をきっかけに話が弾んだ。

★関わりを重 する事前 が十分でない。

〇１年生が知らせながら関われる時間の共有。

12 月 １月 困り感が予想される
時間の体験をする

・朝遊びの時間（登校してからの

活動、朝の会の時間までの過ご

し方）

・休み時間（次の授業の をす

る、トイレに行く等）

・業間時間（運動場へ行って遊ぶ、

教 で遊ぶ等）

・給食時間（ 、食べる環境、

片付け方等）

５

年

生

と

７月 ５年生と玉ねぎの皮で染め物

☆１つのボールを囲んで声をかけてもらいなが

ら、背の高いお兄さん、お姉さんに慣れる。

※心穏やかに関わりを十分楽しめていた。

★幼児の主体的な活動にはなりにくかった。

〇自ら動く活動で会話しながら関わりを楽しめ

るようにする。

７月

折り紙

でハン

ドスピ

ナー

くり

９月 ５年生と染めた布にスタンプ遊び

☆互いに押したいものを伝えながら活動する。

※子どもたちの主体的な活動になっていた。

★幼稚園の子に丁寧に関わり、５年生のスタン

プを押す時間の確保が難しかった。

〇お互いが十分に楽しめる活動にしたい。

12 月 １月 小学校にて陵西体 を
する

☆５年生のお兄さん、お姉さんが見

本となっていきいきと活動する

姿を見て、憧れの気持ちをもった

り、小学校の活動に 味を示した

りする時間となるように声掛け

をする。

２月 体験入学をする

興味、関心をつなげよう

出会う 関わる つながる

せーの！で
ジャンプ！！

負けそう・・・

深く掘ろう！めっちゃ
溜まってきた。

全部
つけてね

入れて
いいの？ どこがいい？ここが

いい！

かえっこ
しよう

いいよ

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

　幼児期の体験によって身に付けた見方、考え方が、小学校の各
教科等の見方、考え方の基礎へとつながっていく。年長時の１年
間の具体的な姿や育ちを小学校に伝え、円滑な接続につなげる。

ＰＤＣＡサイ　クルの確立

教職員・地域がつながろう

保護者へつなげよう

「この青い卵は だろう？」
園庭に落ちていた青色の卵。
の卵かな？ 図鑑で調べまし

た。分からなかったので、小学校
の先生に聞きに行きました。

ムクドリだと知って、本物が
見てみたくなりました。

「 ーラン節見たいな。」
どこからか聞こえてきた ー

ラン節の曲。５年生がしているこ
とを知って見に行きました。動き
が大きくてすごかったです。自分
たちの ーラン節もかっこよく踊
りたい 意欲につながりました。

・子どもの目線で向き合い、本人の意見を
尊重してつき合っていきたいと思った。

・子どもが選択していく道を見 る大切さ
を知ることができた。

絵本　  やブ

ラッ クシ

アタ ーを

一緒 に見

る。

互い　  の保

育 　  に名

前と　  顔写

真を　  掲示

する。

クリ スマ

スプ　  レゼ

ント　   （染

めて　  スタ

ンプ　  した

布の　  ティ

ッシ　  ュカ

バー）　 が届

く

小学校とのつながりを知らせ、保護者の不安を

軽減し、安心して入学できるように働きかけて

いる。

・園外に設置されているボード
にて、保育所や小学校とのつなが
りを知らせる。
・学校評議員に取組を伝え、学校
教育の充実を図る。

成果と課題
＊親しみをもって気軽に話し掛ける姿や表情から、幼児の心の中に小学校

の児童や先生、保育所児との存在が身近になっていると感じる。知るこ

とが安心感につながっている。

＊困っている幼児に、すっと手を差し伸べてくれる児童の姿や、自ら関わ

ろうと近寄って行く幼児の姿が見られるようになった。年度当初の課題

から、 を定めて継続して取り組む大切さを感じた。

＊育てたい子ども像の共有化を図るために、学校と園の組織に接続を位置

ける体制 くりを目指す。管理職、担当者を窓口に をもちながら、

就学前から小学校６年間の学びの姿を共通理解し、共通実践するために

連携を図っていきたい。

・先輩保護者の話を聞く

１月の学級懇談会にて小学校の様子や、就学に向けてのアドバイ

ス、体験談を聞く。

大
和
高
田
市

「つながる  のびる  共に育ちあう子どもをめざして」
大和高田市
　 大和高田市立陵西小学校　大和高田市立陵西幼稚園
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　壱分小学校 では、公立校園での交流は行 われてきたが、地域の保育園と交流

する機会は少なかった。「幼小接続」にあたっ ては、地域の保育園・幼稚園・小学

校が共に子どもの育ちを見つめ合い、連携を 深めていくことが望まれる。

　これらを踏まえ、３校園の教職員が連携し、 子どもたちにとって楽しい交流活動

を計画するとともに、保、幼、小の接続が今後 も継続していくことができるよう、

カリキュラムの編成について研究・協議して いきたいと考えた。

☆みんなで交流しよう

（ ごっこ・校内め り）

○活動のねらい

幼稚園・保育園

・1年生に親しみをもち、一緒に遊ぶ楽し

さを感じる。

・校舎見学を通して小学校に関心をもつ。

小学校

・学校の施設に関心をもち、幼児と一緒に

楽しく遊ぼうとする。

・幼児のことが分かり、自分との関わりに

気付く。

〇活動の姿

幼稚園・保育園

・初めての環境でも 1年生がペアを組んで

一緒に過ごしてくれたことで安心感をも

って活動に臨むことができた。

小学校

・ ごっこでタッチされた幼児を けてあ

げたり、優しくタッチしたりするなど、

幼児を気遣う姿が見られた。

◎成果

・初めての出会いの場を小学校で行い、遊

具で遊んだり石木 をしたりして遊ぶこ

とができた。１年生は自 をもち、幼児

は学校への関心を寄せながら、活動を楽

しむことができた。今後のつながりをも

つよい機会となった。

☆みんなで水、砂、泥遊びをしよう

（泥 子・シャボン玉・色水・砂場）

〇活動のねらい

幼稚園・保育園

・水や砂、土、泥などの感 を味わい、1

年生と一緒に試したり工夫したりして遊

ぶことを楽しむ。

小学校

・夏の遊びに関心をもち、幼児と仲良く遊

ぼうとする。

○活動の姿

幼稚園・保育園

・毎日の遊びの経験を生かし、自分たちで

遊びを進め、自 をもって遊び方を伝え

る姿があった。

・遊びの中で様々な感 を味わい、夏なら

ではの遊びを楽しんでいた。

小学校

・ペアになった幼児とコミュニケーション

をとり、遊ぶ順番や遊び方を決める姿が

見られた。

・様々な素 に れ、夏の遊びを楽しむ姿

が見られた。

◎成果

・3校園で夏の遊びを開放的に遊ぶ中で、

自分のやりたいことや、ペアの子がやり

たいことに耳を傾けながら、一緒に活動

をする楽しさを共有できた。

☆なかよしあきまつりをしよう

〇活動のねらい

幼稚園・保育園

小学校

○活動の姿

幼稚園・保育園

小学校

◎成果

◎幼児は季節の遊びを1年生と一緒にした

り、小学校で遊んだりすることを重ねる

中で、不安なく安心や期待をもって活動

できた。また 1年生は生活科を通じた交

流活動で、見る・ れる・作る・探す・

遊ぶといった学習活動をすることで、自

分で考えたり振り返ったりする主体的な

姿が見られるようになった。

☆教職員打ち合わせ

・保幼小接続に向けた研

究 を検討する。

☆年間交流計画策定

・保、幼、小の３校園で

の日程調整、交流内容

の検討を行う。

☆交流後の振り返り・協議

・遊びでの子どもの気付きや学びを見取り、

意見交換をして理解を深める。

・子どもたち自身が活動を振り返り、自分の

思いを言葉で表す場を設定する。

・３校園混合グループ活動を検討する。

・事前の下見を共に行う。

☆交流後の振り返り・協議

・自然物を生かしたつながりのある交流活動を検討する。

・招く／招かれるだけの交流にならないよう、保幼小それ

ぞれの子どもたちが活動に主体的に参加できるような

遊びの「しかけ」を設定する。

・1年生と幼児のペアのあり方について、次年度以降の交

流に向けて協議する。

☆教職員連携による成果と課題
☆交流後の振り返り・協議

・幼児と１年生の関わりに着目し、自然な

形で一緒に遊ぶ内容を検討する。

☆次回交流について

・ねらいと経験させたい

内容の共通理解を図る。

☆次年度以降への課題

①３校園が交流活動のねらいを出し合い、育てたい姿や子どもの学びを共通理解する。保幼小それぞれの環境の違い

を理解し合いながら、教職員同士の連携を深め、お互いに実りのある交流活動を進めていく。

②接続期の子どもの育ちや生活上の課題について協議し、それらを踏まえて、アプローチ・スタート期の終わりに育

ってほしい力を３つの （自主性・主体性、コミュニケーション力、からだ くり）として洗い出す。

これらの をもとにした活動を積 的に活動の中に取り入れ、学びにつながる力の育成を図る。

取組の方向性 交流の充実とカリキュラム構築について

◎からだ くりの から交流内容を計画

し、遊びの中で体を動かして楽しむこと

ができた。小学校、幼稚園、地域の公園

など、交流の場まで歩いて行き、一緒に

遊ぶ活動を楽しむことができた。

◎1年生と幼児のペアに 初は 張感をも

つ姿もあったが、一緒に遊ぶ交流をする

中で、互いに名前を呼び合ったり、遊び

方を教えたりする関わりに変わっていっ

た。活動後の振り返りの場では、感じた

ことや考えた事を自分なりの言葉で伝え

ようとするようになった。

交流活動の成果 3つの から☆みんなで秋の自 然探しをしよう

（地域の公園で一緒に 遊ぼう）

〇活動のねらい

幼稚園・保育園

・秋の自然に関心をも ち、1年生と一緒に

自然物を めて遊ぶ ことを楽しむ。

小学校

・幼児と一緒に秋の自 然物を見付ける。

○活動の姿

幼稚園・保育園

・1 年生と共通の目的 をもって自然物探

しを十分に楽しんだ。

・活動の振り返りでは、 自分なりの言葉で

気持ちを伝える姿が あった。

小学校

・秋の自然物を探す中 で、自分の知ってい

ることを幼児に教え ている姿があった。

・木の実などを幼児と 見合って楽しそう

に会話する姿が見ら れた。

◎成果

・３校園での交流に慣 れ、1年生を頼りに

しながら協力して活 動ができた。グルー

プ で 同じ 目 的 に 向 かって活動をする

ことで子どもたちが 互いに声をかけ、一

緒に行動しようとす る意識が芽生えた。

・子どもたち同士が主体的に活動し、互いの仲を深めてほしいという思い

で保幼小の教職員が一体となってスタートした取組であった。育てたい

子ども像を共に描き話し合ったことで、交流を深める「しかけ」となるア

イディアが生まれた。次年度以降も継続的に取り組むことができるカリ

キュラムの作成を目指して、教職員同士の連携を深めていきたい。

・交流当日だけではなく、３校園がそれぞれ主

体的に参加できる形の活動を取り入れてい

くことや、子ども同士の関 くりをさら

に深められるような遊びの「しかけ」を、実

践を通して取り入れていきたい。

・秋の自然物を使って 1 年生と遊んだり

お店巡りをしたりすることを楽しむ。

・秋の自然物を使ってみんなで遊ぶことの楽しさ

に気付くことができる。

・１年生が考えた遊びを存分に楽しみ、繰り返し

挑戦し、遊び込む姿があった。

・案内 の１年生を頼りに、お店屋さんを仲良く

巡ることができた。

・幼児が楽しめるような表示やルールを工夫する

姿が見られた。

・幼児の思いを聞いたり、おすすめのお店に案内

したりして楽しませようとしていた。

・保幼小それぞれが用意したどん りゴマで一緒

に遊ぶことができた。

・前回の交流で めた自然物を生かし、つながり

のある活動になった。1 年生は、幼児の立場に

なって遊びやルールを考え、幼児は交流を楽し

みにどん りゴマを作るなど、交流当日以外に

も、それぞれが一緒に創り上げていく交流活動

になった。

教
職
員
連
携

「保育園・幼稚園・小学校の
『遊び』と『学び』をつなげよう」

生駒市
　 生駒市立壱分小学校　生駒市立壱分幼稚園
　 社会福祉法人晋栄福祉会　いちぶちどり保育園

生
駒
市
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接続期の育ちを生かした実践をカリキュラムの作成につな

接続期の子どもの姿と
教育の在り方の共有

意見交換や研修

互いの教育の内容や
指導方法について 長期的な見通しを

もった子どもの育
ちについて

地域の子どもの実
態や課題について

スタートカリキュラムアプローチカリキュラム

教育課程
全体的な計画 教育課程

子どもの交流

事前打合せ

行事としての交流
休み時間を用いた交流
数人での交流

事後の話合い

交流活動の実施

教育課程や全体的な計画の中に組み入れる

児童が主体的に自己を発揮し
ながら学びに向かうことが可
能となる指導の工夫

小学校就学に向けて自 や期待
を高めて、 端な不安を感じな
いようにする工夫

教育課程をつな

指導方法を工夫し、接続期の子どもの育ちをサポート

幼児期 児童期

情報交換

研究保育・授業を通しての意見交流

「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」の共有

共通のテーマに沿った研究

園・所・校内での協働体制
幼稚園・認定こども園・保育所の連携

関 機関との連携
保護者との連携

　幼児期の教育において育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育が円滑に行われるよう、小学校・
幼稚園・保育所等の教職員での意見交換の機会などを設け、連携を図りましょう。
　また、これまでから実施している交流や意見交換の場を教育課程に位置付け、「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」を踏まえた指導を工夫しましょう。

幼児期の育ちを小学校での学びに生かすために

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を具体化してみよう

目標をもち挑戦したり困難なことを乗
り越えようとしたりして体を十分に動
かす。生活リズムを通して健康や安全
に気 き、自分の体を大切にする。

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿

幼児期の姿 児童期の姿

自分なりに考えて意見を言ったり、
分からないことや難しいことは先生
や友達に聞いたりしながら粘り強く
取り組む。

自自立立心心

いろいろな活動や遊びにおいて自分
でしなければならないことを自覚し
て行い、 後までやり遂げ、満足感
や達成感をもつ。

目的に向かって自分の力を発揮しな
がら友達と協力して様々な意見を交
わす中で新しい考えを生み出しなが
ら工夫して取り組む。

協協同同性性

友達の思いや考えなど感じながら行動
し、共通の目的をもって話し合ったり

分担したりしながら一緒に遊びを
進めていく。

相手の気持ちを考えたり、自分の振
る舞いを振り返ったりなどしながら
気持ちや行動を自律的に調整し学校
生活を楽しくする。

道道徳徳性性・・
規規範範意意識識
のの芽芽生生ええ

相手も自分も気持ちよく過ごせるた
めに、他者の気持ちに共感したり相
手の立場から振り返ったりし、自分
の気持ちを調整し行動する。

社社会会生生活活
ととのの関関わわりり

家族を大切にする気持ちをもつととも
に、地域の身近な人と れ合い様々な
関わり方に気付く。地域の行事や情報
に れ、親しみを感じる。

新しく出会う環境や教科等の学習
に 味や関心をもち、主体的に関
わる。また、主体的に解決する。

思考力の
芽生え

遊びの中で発見したことをさらに発
展していくために、物の性質や仕組
みについて試行錯誤し、他児と物事
をいろいろな面から考える。

自自然然ととのの関関わわ
りり・・生生命命尊尊重重

自然物や自然現象を遊びの中に取り
入れ、自然の不思議さを様々な方法
で確かめる。身近な動植物の世話を
通して愛着を感じ、生命の大切さに
気付く。

学習に関心をもって取り組み、実感
を伴った理解につながると共に学ん
だ事を日常生活の中で活用をする。

数数量量やや図図形形、、
標標識識やや文文字字
ななどどへへのの

関関心心・・感感覚覚

遊びを通して、数量や文字、 さや
重さなどに関心をもち、必要感を
もって数えたり書いたり、比べたり
等をして遊びに取り入れる。

友達と互いに思いや考えを伝え、
け止めたり、認めたりしながら

一緒に活動する。自分の伝えたい
目的や相手の状況等に応じて言葉

を選んで伝えようとする。

言言葉葉にによよるる
伝伝ええ合合いい

友達と自分の話や思いを伝え合い、
言葉を通して心を通わせる楽しさを
感じる。絵本や物語などに 味を
もって聞き、想像する楽しさや言葉
の面白さを感じる。

感性を働かせ表現することを楽しむ。
自分の気持ちや考えを一番適切に表
現する方法を選ぶ。

豊豊かかなな感感性性
とと表表現現

遊びや生活の中で、美しいものや心
動かす出来事に れ、音や動きで表
現したり自由にかいたりつくったり、
演じたりして、友達と表現し合う過
程を楽しむ。

幼稚園教育要領に記載された幼児期と児童期の具体の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を示し
ています。実際の姿について情報交換し、子どもたちの育ちを共有してみましょう。

時間 を含めた生活の流れが分かり、
安全に気をつけて登下校する。運動
遊びや休み時間等に他の児童と一緒
に楽しく過ごす。

関心のあることについての情報に気
き、積 的に取り入れる。

地域の行事や様々な文化に れ、地域
の親しみや学びの場を げる。

自然の事象や現象について関心をも
ち、その理解を確かなものにしてい
く。生命のあるものを大切にし、生き
ることの素晴らしさの自覚を深める。

健健康康なな心心とと体体
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接続期カリキュラムの実践を工夫しよう

小学校の生活リズムに慣れるためには、たくさんの「小学校のやり方」を身に付けなければなりません。
「教える」ことはたくさんありますが、子どもの「過去の体験」や「気付く力」を使って、やり方を自分た
ちで「考えた」（と感じさせる）ことが、意欲につながります。

幼児期に、自ら考えて行動し、困ったことに直面しても解決していく経験を積み重ね、できたという実感
をもてるようにしましょう。幼児期に培ったこのような力は、小学校での生活に生かされていきます。

先生、
お箸忘れ
ちゃった

きちんと伝えられたね
困っているっていうことが分かったよ

園のお箸を渡すね

小学校に行ったらハ
ンカチをポケットに
必ず入れるんですよ

忘れ物しちゃ
だめ

小学校にはタオ
ル掛けがなかっ
たよ

知ってるよ
お兄ちゃんはハンカチを
ポケットに入れてるよ

手を洗った後
どうするの

6年生が「困ったこと
があったら聞いて

ね」って言ってたよ

学校探検で
見てこよう

みんなが口々に話
して聞こえない

「はい」って
返事してたよね

こうやって
手を挙げてたよ

私も
やってみたい

そうだね
どうすればいいかな

来週から給食が始ま
ります
お当番もありますよ

園・所ではどう
してたかな

なるほど
みんながんばってたんだね

小学校ではこんな方法で
します
力を合わせてできそうかな

難しいことは６年
生がお手伝いにき
てくれますよ

おうちでやってる
からできます

教えてあげるから
一緒にやろう

がんばるぞ

先回りして教えたり、指示
したりするよりも…

就学前の経験や育ちを認め、子どもに意欲をもたせ、主体的な
活動にすることが大切です。「やりたい」「やってみよう」
「できた」という気持ちがもてる援 を工夫しましょう。

言葉で表現したり、きまりを ったりして、子ども自身が
心地よく生活できるように、関わりを工夫しましょう。

一方的に方法を
提示するよりも…

お当番やったことな
いけどやってみたい

お当番のやり方
知ってる

保育園も
給食だったよ

発表するときは、
このようにしま
すよ

【モデル 域、研究 校 】
町村 研究 校 研究

稚幼南田矢山郡和校学小南田矢山郡和山郡和

稚幼波丹理天校学小波丹理天理天

稚幼東原榛校学小東原榛

稚幼西川町西川校学小西川町西川町西川

のしよ町野吉校学小野吉町野吉
ばかわ町野吉校学小北野吉町野吉

稚幼西陵田高和校学小西陵田高和田高和

駒 壱 幼稚
社会福祉法 晋栄福祉会 いち ち 育

【 言】

兵庫教育 学 准教 鈴木 敏

平成３０年２
編集 奈良県就学 教育セ
〒 ３ －０３４３ 奈良県磯城郡田原 町秦庄２２－１
TEL ０７４４－３３－８９０２ FAX ０７４４－３３－８９０９

駒

吉野町

平成２９年度幼児教育の推進体制構築事業

駒 壱 小学校
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